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その外，普及所，農協，役所で指導展示した深耕旧も　　効果の1号■氷、地帯の様に思われる．

110％～120％の増収を得ており，山形県村山地方は医耕

大型トラクターによる水田洗耕試験

第2報llI形県庄内地方の一部落における

大型トラクター水田深耕効果確認調査

佐　藤　　　隆・若　松　正　夫

（山　形　県　農　武）

1．　ま　え　が　き

山形県の米生産は，昭和25年～30年における年伸長率

は19％で，従来より土地生産力が高いと見放され特に庄

内の飽海地方が鷹異的な伸びを示している．しかるにそ

の後，昭和30年～35年の年伸長率は，県平均5％に止ま

り，過去において高位収穫の地域の伸びが悪く，その内

でも飽海地方が，－4．29％と逆に低下の現象をきたす

に至った．この停滞傾向をもたらした原園と，今后の生

産力向上の技術面の開発は，稲作を基幹とする山形県に

おいて極めて重要な問題となる．近年農家においては，

深耕によって多収穫が出来るという考えから，大型トラ

クターによる水田深耕が各地に採りあげられ，その面机

も庄内の飽海地方に多いので，大型トラクターによる水

田深耕が生産力に及ぼす影響を検知すると共に停滞して

いる生産力の向上対策を講ずる為に，飽和郡遊佐町に拠

点を設け実施したので報告する．

2．実施場所の概況
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調査を実施した場所は，遊佐町富岡部落15戸，稲川部

落4戸，合計19戸で，この地区は，．鳥海山の裾野にのび

た地帯に展け，庄内平野を南酎こ郡洗する最上川の川北

に発達した水け1－準作地帯である．気象は海洋性気候のた

め，温度較差が小さい上，夏紺よ南西季節風を真如こ受

け，稲作栽培上からは決して恵まれた気象環境ではな

い．土壌は鳥海山系の安山岩，火山泥流の影響をうけて

粘土分が多く，土地生産力は県内有数の高い地群であ

る．その他，耕地の区画整理は完備し，農道並びに漕排

水路の整備も進んでいる方である．又，農家の経胃規模

は，1戸当り平均2．2血で，農家経折の米に対する依存

度は100％であり，生産品の多少が，甫按農家経済に大

きく影響し経営は単純である．

3．実施農家の耕種

沫緋尖旗日兢■f：1戸10α

供武■㌔tlj種：ササシグレ（8丹・オオトリ（37り・

ミヨシ（4戸）・日本海（4ノー■り

育苗：水苗代（9戸）・折衷苗代（9戸）・畑苗代
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田植：5月16日～28日，19戸平均5月21日

3・3桝2当り穂数：52．9株～72．7株

19戸平均　64．2株

α当り基肥虫：N420g～694g

19戸平均　570g

P205　480g～113．4g19戸平均　630g

K20　360g～113・4g19戸平均　65膵

19戸平均分施量二　N150g

耕起：ファーガソソトラクター　35貯

4月25日～5月10日　24（J30C澗耕

4．試験結果並びに考察

1．生育

深耕により，普通桝に較べ，初期生育の劣ったものは

3点のみで・他の16点は探耕を行ってもやはり普通緋と

同様に初期生育は良好である．成熟期における生育は短

程長穂型となるものが多い．穂数は普通耕並か梢々劣る

ものが多かった．

2．収　丑

深耕によって増収したものが大半ではあったが，その

絶対収丑は意外に少なく，刈板前〃当り60．0廟ま絶対ま

ちがいなしと思われた深耕田も，自棄枯病の為か籾摺歩

合が悪く最高58．0廟ことどまった．

特に探桝によって増収効果の高かった水田は，砂壌土

で排水の良い水田であった．

深耕によって・一穂着粒数並びに3．3桝2当りの着粒数

が増大したものは8点で，残りの11点は普通耕と変りが

なく，深耕によって変化を起していない．

5．深耕と耕種との関係

1．育苗様式・田植時期
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第1図．育苗様式と玄米重
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第2図．田植時期と玄米盈

場合が絶対収丘が高くなっている．やはり深耕によって

育苗様式との関係は畑乱折表苗を用いたものが生産　収丑を高める為には健苗・早椎が大切である．

力が高い・田植時期との関係は折衷乱畑苗を早枯した　　2．施肥丑・施肥方法

第1表．施肥蓑，施肥方法と生育・収量との関係
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深耕で増収した施肥見・施肥方法は・基肥にα当り563　った場合が良好であったが・この方法は寒冷地技術水準

g施用し，幼穂形成期と穂学期の2回にわたり分施を行　での遊佐試験地での結果と一致している．なおこの方法
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で行った場合の稲の形態は，有効茎歩合が高く，止菜短

縮率・上位節間長比の高い秋優り型となっている．

3．本田栽柿密度
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約3図．栽他密度と玄米重
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やはり密値の方が収品も高い臨l句がj上られるので，60

株～72株前后の株数は必要と思われる．しかし鰭楢にす

ると田租労力の点で問題となり易いので，更に栖込み本

数の点で研究の必要が．認められた．

4．d21種

収是はパリナナササシグレが市電いようであるが，当地方に

常発している自業枯病に弱く，叉催病しているものが多

く．その結果扱摺歩合が著しく不良である．着判：数は育

苔，栽植密度，施肥によって確保されるのであるから，

自棄枯病の強い品種を深耕でも選んで稔尖を確保するこ

とが亜要と思われる．

以上要約すると，絶対収量を高める為には，単に土壌

を深く耕すだけではなく，健苗・早枇・栽柾密度・施肥

造・施肥方法及び■訂一種等も充分考慮して，探桝と結びつ

けることが極めて重安である．

6．ま　　と　　め

揖近，生産力の仲櫛を打破る為に，大型トラクターに

よる水損深耕を行う農家が激増している．特に準作地帯

である飽海地二桁こ多いので，昭和36年に代表的な単作地

相である飽海郡遊佐町に拠点を設け調査を行った結果，

深耕効果の高いのは，砂壌土系の老朽化水田（掛こ排水

が良い）に多い．なお深耕こよって絶対収htを高める為

には，打払その他の栽培技術が結びつくことが重要で

あることを催．認した．

飼料作物導入による田畑輪襖に関する研究

高　橋　英　一・高　橋　正　男

（秋　川　県　農　試）

は　し　が　き

水目地柿での酪農は飼料にl給が特に重要であることは

すでに折柄されてきたが，生産力の相当高い水川に飼料

作物を導入し，数年後還元して水稲を栽増する町畑輸換

方式で経営を安定的に向上しうるか否かは県内農家のも

っとも疑門とするところであり，同時に還元後の水稲生

産費を低減する効果を確認することは最近の情勢からも

大切である．我々はこうした観点で圧l畑輪換が水圧1地滞

農家の稲作と酪農を結合させうる一方式であることを明

らかにするために，現在まで実施してきた試験結果を検

討しその概要を報告したい．

1．輪換畑の飼料作物収量と栽培上の問題

第1表はこれまで供試してきた飼料作物の収量を検討

したものである．この裏より生半収是，養分収量共ラジ

ノクロノべ－を主とした混播牧輩が最高で，レットクロバ

ー，蕪も次いで良好であった．ラジノクワノミーの場合は

他の‾＃刈作物の1年2作の組合せよりも優れており，土

地利用の上でも有利と思われた．

又これらの作物を栽拾する上で，周辺川からの形轡に

よる浬害のため大豆，三1よ筍黍等に発芽障語が認められ，

又馬鈴薯の中では薯の薪生部位の狭い「ケネペック」は

「男爵」より著しく劣った結果を示し，湿害を排除する

必要が認められた（第1衷）．

2．牧草導入による水田土壌の変化

ラジノタロノべ－，オーチヤード，イタリアンライグラ

スを混播し2カ年収性したあとの土壌の変化は第2表

A，B，のとおりである．即ち表土の有機質は分解の方




